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福祉
ふ く しふ あれ い

ささゆり苑納涼花火大会

地区社会福祉協議会について…2〜3㌻
2012夏のボランティア体験事業…4〜5㌻
赤い羽根共同募金…6〜7㌻
ふれあい福祉講座…8㌻
ふれあいサロン活動紹介…9㌻
地域福祉活動報告…10〜11㌻
平成24年度社協会費…12㌻
お知らせ…13〜14㌻
寄付…15〜16㌻

　８月 18日、グループホームささゆり苑で地域の方々等との交流を目的に納涼花火大会が開催され
ました。当日はあいにく小雨となりましたが、多数のご参加をいただき盛大な大会となりました。
　入居者の方は「子供の頃を思い出しました。賑やかな花火大会となりとても楽しかったです」と
笑顔で話されていました。



地区社協（地区社会福祉協議会）
ご存知ですか？

　地区社協は、自分たちが生活する地域の福祉課題や困りごとについて、住民同士が相互に協力し、地域全
体で解決に向け取り組む地域住民主体の活動組織です。
　現在、市内 13地区へ地区社協が設置されており、市社協では、市内の小中学校区程度の範囲へ地区社
協の設置を推進しています。

〇地区社協とは？

　地区社協は、民生委員・児童委員や福祉委員、ボランティアなどの地域福祉活動に携わる方、また、老人
クラブなどの福祉当事者組織、社会福祉施設などの関係機関、そのほか学校・ＰＴＡ関係者、学識経験者な
ど地域の様々な組織、団体、個人等で構成されております。

〇地区社協の構成メンバーは？

地域住民

福祉委員

婦人会

民生委員・児童委員

老人クラブ

愛育委員・栄養委員

子ども会

ボランティア PTA

駐在所
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　地区社協では、地域の方々が相互に協力し、地域の状況に合った活動を展開されています。
　例えば、次のような活動があります。

〇地区社協の活動

　社協は、地区社協を地域福祉推進の基礎組織と考え、車の両輪となって協働し、地域の福祉課題や困りご
とを把握して、一緒に考え、解決に向け取り組んでいきます。
　社協は、地区社協が活動しやすくなるよう支援を行います。

〇社協と地区社協の関係

■配食サービスを通じた見守り・声掛け活動
■米寿・白寿のお祝い訪問
■広報紙の配布を通じた見守り・声掛け活動
■一人暮し高齢者の慰問活動　　　など

＜見守る＞
■地域の郷土文化を伝承する交流活動
■グラウンドゴルフなどスポーツを通じての
　交流活動
■敬老会　
■子育てサロン　　　など

＜ふれあう＞

■福祉講演会
■健康づくり教室
■手芸などの趣味の講座
■ボランティア養成講座　　　など

＜学ぶ＞
■ボランティアグループや福祉団体の支援
■小・中学校のボランティア活動への支援
■チャリティーバザー
■地区社協だよりの発行
■初盆事業　　　　　　　　　　など

＜その他＞
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2012 夏のボランティア体験事業

事前研修会

事後研修会

　7月14日、高梁総合福祉センターで、事前研
修会を開き、市内の中・高校生199人の参加が
ありました。この日、参加者は、ボランティアを
行う際の心構えを学んだ他、福祉の仕事につい
て、岡山県社会福祉施設経営者協議会の大杉
充・山本龍太さんの説明を受けました。

●素直な気持ち（視点）が、職員や利用者の刺激になっ
て良かった。
●利用者とのコミュニケーションも上手く、ふれあい
活動がよくできていました。
●「将来に向けての夢」や「福祉の仕事にやりがいを
見つけた」等の感想を受け、福祉についての種蒔
きができたのではないかと思います。
●核家族が増える中、貴重な体験になったと思います。
将来のボランティア活動への出発点になれば幸いです。

　8月25日、高梁総合福祉センターで事後研修会
を開きました。
　事後研修会では、夏のボランティア体験事業をよ
り有意義にするため、参加者は、体験を通じて学ん
だことやうれしかったことなどをグループで話し合い
ました。

　参加者は、この夏のボランティア体験を漢字 1字で
表しました。多かった漢字は…
「楽」楽しく活動ができたから…
「学」ボランティアについて学んだから…
「笑」高齢者の笑顔を見れたから…

「ボランティアってどんな感じ（漢字）？」

受入施設の声

緊張…
　ドキドキ

山本龍太さん（ももぞの学園） 施設担当者の説明を受ける参加者
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高梁市では
ボランティアの木 が育っています！

活動の一部を紹介

～たんぽぽ会～ ～デイサービスセンターたけんち～ ～落合児童館～

～鶴鳴保育園～ ～たいようの丘～

　高梁市では今年度、昨年度より約 50人も多い 199人が夏のボランティア体験事業に参加して
いただき、ボランティア活動が広がっています。
　ボランティア活動は、自分たちの住んでいる地域を少しでも住みやすくするために、地域の課題
に対して、自ら進んで取り組んでいく活動です。市社協では、今後も多くの方がボランティア活動に
関心をもち、参加できるよう、ボランティア活動を推進していきます。
　また、夏のボランティア体験事業にご協力いただきました市内の福祉施設（23施設）・ボランティ
ア団体（3団体）の皆さまには、貴重な体験の場のご提供ありがとうございました。

【夏ボラを振り返って】
≪何を学びましたか？≫
・感謝されることのうれしさを学びました。
・思いやりや支え合いの大切さを学びました。
・積極的に動き、一生懸命頑張ることを学びました。
≪ボランティアを始める方へのメッセージ≫
　ボランティア活動は大変だけど、とてもやりがいが
あります。色々な方とふれあう時間もあるので、ぜひ
経験してみてください。
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ひとり ひとりのやさしさ  が、高梁を支えています。

赤い羽根  共同募金

共同募金がスタートします
　　　　　今年もよろしくお願いいたします

◆  街頭募金……………高梁駅前やショッピングセンター前などで
◆  戸別募金……………皆さまのお宅へ
◆  法人募金……………事業所（企業等）へ
◆  イベント募金………町のイベントなど
◆  学校募金……………学校の皆さんへ
◆  職域募金等…………公共団体の皆さんに協力していただく

など、いろいろなところでお願いします。

募
金
活
動
は

社
会
福
祉
関
係
団
体

高梁地域老人クラブ　　高梁地域民生委員児童委員協議会
有漢地域老人クラブ　　有漢地域民生委員児童委員協議会
成羽地域老人クラブ　　成羽地域民生委員児童委員協議会
川上地域老人クラブ　　川上地域民生委員児童委員協議会
備中地域老人クラブ　　備中地域民生委員児童委員協議会
高梁長寿会
　　　　　　高梁市身体障害者福祉協会有漢分会
　　　　　　高梁市身体障害者福祉協会成羽分会
　　　　　　高梁市身体障害者福祉協会川上分会
　　　　　　高梁市身体障害者福祉協会備中分会

ことばを育てる親の会　　母親クラブつくしの会
高梁市子ども会連合会　　川上町親子クラブつくし会
有漢地域母親クラブ　　　備中母親クラブ

高梁地区民生委員児童委員協議会　　玉川地区社会福祉協議会　　有漢地区社会福祉協議会
津川地区社会福祉協議会　　　　　　宇治地区社会福祉協議会　　成羽地区社会福祉協議会
川面地区社会福祉協議会　　　　　　松原地区社会福祉協議会　　川上地区社会福祉協議会
巨瀬地区社会福祉協議会　　　　　　高倉地区社会福祉協議会　　備中地区社会福祉協議会
中井地区社会福祉協議会　　　　　　落合地区社会福祉協議会

高梁地区一人ぐらし高齢者応援会　　子育てボランティアうぐいす
おはなしたまてばこ　　　　　　　　おはなしやたかっ子
高梁市福祉運転ボランティアの会　　子育てサポーター
落合ひまわりの会　　　　　　　　　備中町ヘルスボランティア連絡会
有漢町ボランティアあじさいの会　　

　赤い羽根共同募金運動は、皆さまの“あたたかい気持ち”を集める活動です。 
「あなたのやさしさ」「あなたの声かけ」「あなたの行動」が、きっと、まちを変えていく
はじめの一歩となるはずです。 
　高梁が、もっと もっと 良いまちになりますように、皆さまの温かいご協力をよろしく
お願いします。

本年度の共同募金配分額が決定しました

皆さまからお寄せいただいた 
募金は、地域の福祉活動に
大切に役立てられています

一人暮らし高齢者へ敬老の
日友愛訪問、子供たちに絵
本の読み聞かせ活動 など

ボランティア団体

9団体　416,000円　13%

親子のふれあいと健やかな
子供の育成支援、各地域子
ども会活動へ

幼児・児童関係団体活動

6団体　394,000円　12%

ゲートボール大会、グラウン
ドゴルフ大会、スポーツ大会
の開催など

社会福祉関係団体

15団体　750,000円　24％

地域で行われる世代間交流
事業や友愛訪問活動、敬老
会開催等の福祉活動へ

地区社協等

14団体　1,618,000円　51%

ボランティア
団体

地区
社協等

交
付
団
体

幼
児・児
童

関
係
団
体

　皆さまからご協力いただきました昨年度の募金を基に、市社協理事会で、地域
性を活かした福祉活動への助成として、44団体 3,178,000円を決定しました。
　この配分は、7月19日（木）高梁総合文化会館で、平成24年度共同募金配分
交付式を行い、次のとおり交付しました。
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　過疎化・少子高齢化が進み、近所づきあいが希薄化し、
孤独死等の福祉問題が現実化する中、福祉委員による見
守りや民生委員との連携の重要性、また、福祉委員活動
における問題・課題について、宇治町の川崎幹子・小物
博子さん、松原町の平松洋子さんからそれぞれの地域で
行っている活動についての説明がありました。
　参加者からは、「福祉委員に対する住民の意識が少しず
つ上がってきているように感じています」、「地域における福祉委員の重要性がわかりました」といった意見
のほかに、「福祉委員の任務や責任、活動内容を理解してもらうために、このような機会を増やしてみては」
といったご意見をいただきました。

　７月 19 日、「誰もが安心して暮らせる地域福祉を目指して」をテーマに高梁総合文化会館でふれあい福祉
講座を開催し、福祉委員や民生委員など約 700人の参加がありました。
　当日は、職員による事業説明、福祉委員体験発表とサロン実践発表があり、また、菊地幸夫弁護士を講師に「出
会いの人生から学んだこと～地域の絆の大切さ～」と題した記念講演がありました。

～福祉委員体験発表～　福祉委員制度の重要性について再確認 !!

～ふれあいサロン実践発表～　無理なく、気軽に、楽しいサロンを実践 !!
　ふれあいサロン実践発表では、ふれ愛サロン「かじむら」の山川一郎（高
倉町）さんと安元パワーズの川上鉄男（有漢町）さんが、地域で実践して

いる子どもからお年寄りまで
が楽しめる「ふれあいサロン」
について、ユーモアを交えた
活動紹介がありました。
　参加者は、楽しく話される
お二人の話術に引き付けられ、楽しいひと時を過ごすことがで
きました。　

「 ふ れ あ い 福 祉 講 座 」

 

職
員
説
明

　
「
福
祉
委
員
制
度
等
に
つ
い
て
」

地
域
福
祉
課
事
業
係　

川
上
係
長

 

記
念
講
演

　
「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

～
地
域
の
絆
の
大
切
さ
～
」

菊
地
幸
夫
弁
護
士

川崎幹子さん

山川一郎さん

小物博子さん

川上鉄男さん

平松洋子さん

8広報ふれあい福祉　第45号



予
約
し
て
３
週
間
、
こ
の
日
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
待
ち
に
待
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

バ
ス
の
姿
を
見
る
と
昔
の
風
景
が
目
に
浮
か
び
感
動
し
ま
し
た
。
乗
り
心
地

は
全
身
ゆ
れ
て
リ
ハ
ビ
リ
で
す
！
車
内
は
天
然
ク
ー
ラ
ー
で
と
っ
て
も
暑
か
っ

た
で
す
。
成
羽
美
術
館
、景
年
記
念
館
、吹
屋
小
学
校
で
は
見
る
も
の
す
べ
て
が
、

私
た
ち
の
通
っ
た
学
校
と
同
じ
で
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
町
に
も
他
県
に
劣
ら
な
い
立
派
な
文
化
財
が
あ
り
、
高
梁
を
誇
り

に
思
っ
て
度
々
訪
れ
た
い
な
ど
、
全
員
が
良
い
一
日
だ
っ
た
と
口
々
に
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た
め
毎
週
水
曜
日

の
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

川
上
町
地
頭
天
原
地
区
で

活
動
し
て
い
る
「
な
で
し
こ

の
会
」
は
、
外
出
機
会
が
少

な
い
地
区
の
高
齢
者
の
見
守

り
と
、
交
流
を
図
る
た
め
始

め
た
会
で
す
。

　

８
月
22
日
は
、
天
原
周
辺

の
環
境
美
化
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
無
理
な
く
出
来

る
事
を
し
て
作
業
を
進
め
、

終
了
後
き
れ
い
に
な
っ
た
天

原
地
区
で
、
和
や
か
に
懇
親

会
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
全
員
と
、
帰

省
さ
れ
た
方
を
招
く
、
年
１

回
の
『
ふ
る
さ
と
の
今
と
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
る
会
』は
、

今
で
は
天
原
地
区
の
恒
例
行

事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。

ふれあいサロン活動紹介

川上町　なでしこの会

巨瀬町　宮瀬上ユー・アイ・リハビリ教室

　

み
ん
な
が
健

康
で
明
る
く
生

き
が
い
あ
る
生

活
を
送
る
た
め
、

ま
た
、
健
康
の

維
持
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
週
水
曜

日
に
体
操
や
リ

ハ
ビ
リ
、
ゲ
ー

ム
や
茶
話
会
で

交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

６
月
13
日
は
、

２
歳
か
ら
88
歳

ま
で
の
17
人
が

参
加
し
て
、
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

で
吹
屋
方
面
へ

の
バ
ス
旅
行
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
事
業
が
も
っ
と
広
ま
り
、
お
互
い
を
地
区
で
見
守
る
意
識
を
深

め
、
末
永
く
会
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、

市
内
の
各
地
域
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
受
け
付
け
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
☎
２
２
―
７
２
４
３　

有
漢
支
所　

☎
５
７
―
３
２
１
８

　

成
羽
支
所　

☎
４
２
―
２
０
０
５　

川
上
支
所　

☎
４
８
―
９
７
７
０

　

備
中
支
所　

☎
４
５
―
３
１
３
１

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
16
人
は
川
上
幼

稚
園
児
37
人
と
七
夕
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
園
児
と
共
に
笹
飾
り
や
キ
ュ
ウ

リ
、
ナ
ス
な
ど
で
動
物
を
作
り
ま
し
た
。
七
夕

様
の
歌
や
紙
芝
居
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

園
児
一
人
一
人
に
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
か
ら
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
後
、
園
児
か
ら
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
の
感
想
。
参
加
し
た
役
員
は
「
園
児
の
元
気

な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
は
、
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
で
調
理

実
習
と
健
康
体
操
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
女
性
部
会
員
21
人
が
参
加
。
高
梁

市
健
康
づ
く
り
課
管
理
栄
養
士
に
よ
る
夏
バ
テ

予
防
、
熱
中
症
予
防
の
講
話
の
後
、
夏
野
菜
を

使
っ
た
ゴ
ー
ヤ
ハ
ン
バ
ー
グ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
と

ト
マ
ト
の
ス
ー
プ
等
の
献
立
で
、
調
理
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導

で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
、
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
に
、
成
羽
備
中

神
楽
育
成
会
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
８
人
の
会
員
が
、『
事
代
主
命
』『
大

国
主
命
』『
鬼
退
治
』
の
演
目
を
約
２
時
間
に
わ
た

り
披
露
し
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
神
楽
の
舞
に

入
居
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
『
鬼
退
治
』
を
舞
っ
て
欲
し
い
と
希
望
さ
れ
て
い

た
入
居
者
は
「
子
供
さ
ん
な
り
に
よ
う
や
っ
た
。

力
が
み
な
ぎ
っ
と
っ
た
。
こ
っ
ち
も
元
気
に
し
て

も
ろ
う
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
み
ん
な
で
昼
食
を
食
べ
、
普
段
の
練

習
の
様
子
や
夏
休
み
の
予
定
な
ど
を
話
し
、
楽
し

い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
、
湯
野
子
供

神
楽
育
成
会
の
会
員
12
人
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
昭
和
60
年
に
結
成
さ
れ
、
備
中
地

方
に
伝
わ
る
無
形
の
文
化
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
と

後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
訪
問
は
毎
年
、
子
供
達
の
夏
休
み
期
間
中
に
あ

り
、
利
用
者
は
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
導
き
の
舞
、
猿
田
彦
の
舞
等
、
ロ

マ
ン
に
満
ち
た
神
々
の
物
語
、
神
話
の
世
界
に
ひ

た
り
な
が
ら
、
可
愛
ら
し
い
舞
い
に
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
又
、
利
用
者
１
人
ひ
と
り
に
、
大
黒

様
か
ら
福
の
種
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は「
ま

た
来
て
見
せ
て
下
さ
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

川
上
幼
稚
園
児
と
交
流
会（
七
夕
会
）開
催 

7/6

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

調
理
実
習
＆
健
康
体
操
を
開
催 

7/18

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑 

7/22

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

8/2

子 供 神 楽 来 訪
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
、
曹
洞
宗

長
建
寺
梅
花
講
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
５
人
の
会
員
が
、
ご
詠
歌
を
利

用
者
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
訪
問
さ
れ
、

節ふ
し

に
乗
せ
て
、
定
め
ら
れ
た
ご
詠
歌
を
利
用
者

に
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、利
用
者
と
交
流
し
、利
用
者
か
ら
「
涼

や
か
な
音
色
が
聞
け
て
心
に
し
み
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
」、「
ま
た
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

感
想
が
あ
り
、
利
用
者
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
に
高
山
地
区
、
８
月
７
日
に
七
地
地
区
で
、
福
祉

委
員
と
民
生
委
員
の
合
同
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
地
域
の
横
の
つ
な
が
り
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福

祉
委
員
と
民
生
委
員
と
の
連
携
体
制
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
民
生
委
員
か
ら
「
過
疎
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
区
で

す
が
、
民
生
委
員
の
数
も
削
減
さ
れ
、
民
生
委
員
だ
け
で
は
届
か

な
い
情
報
も
多
く
、
各
地
区
福
祉
委
員
の
協
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
福
祉
委
員
と
民
生
委
員
の
合
同
会
議
を
開
催
し
て
い

き
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
、

平
成
24
年
度
健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
の
健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
は
、
地
域
住
民
が

共
に
助
け
合
い
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
の
実

現
に
向
け
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
輪
投
げ
、
ピ
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
な
ど
６
競
技
に
選
手
300
人
が
参
加
し
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

管
理
者
　
木
城
　
み
ち
よ

　

あ
れ
か
ら
25
年
…

月
日
の
流
れ
の
早
い

こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
を

と
り
ま
く
周
囲
の
方
々
に
「
あ
り
が

と
う
」
の
こ
こ
ろ
で
接
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
　
高
橋
　
ひ
ず
る

　

多
く
の
方
々
に
出
会

い
、
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
仕
事
が
で
き
、

こ
の
度
15
年
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
明
る
く
元
気
な
笑

顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、

そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
を
こ
の
た
び
２
名
の

職
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
老
人
福
祉
及
び
介
護
事
業
に
貢
献
し
、
そ

の
業
績
が
特
に
顕
著
な
職
員
に
対
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
委
員
・
民
生
委
員
合
同
会
議

川
上
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

曹
洞
宗
長
建
寺
梅
花
講
の
来
訪 

7/25

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た 

9/2

成
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

全国老人福祉施設協議会会長表彰
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有限会社 花房教材
合資会社 樋口商店
備中開発 株式会社
株式会社 備北オートセンター
備北興業 株式会社
備北信用金庫
びほく農業協同組合
福滝建設 株式会社
ふじかわ眼科高梁分院
医療法人 藤本診療所
株式会社 フルハウス高梁工場フレッシュフーズ
高梁医師会立 訪問看護ステーションやまびこ
ホシ服装株式会社 宇治工場
堀金属表面処理工業株式会社 岡山工場
松本物産 有限会社
有限会社 まつ屋
社会福祉法人旭川荘 松山ワークセンター
株式会社 ママドライセンター
医療法人 三渓会 三村医院
株式会社 ムラカミ
山本印刷所
株式会社 ゆめフク・ホーム
ローソン高梁落合町店
（有漢地区）……………………………
株式会社 アークコンサルタント高梁支店
株式会社 魚省本店
有限会社 有漢工業所
有漢診療所
有限会社 ウカンファーマーズファクトリー
有漢郵便局
有限会社 大月産業
岡山イーグル 株式会社
上有漢郵便局
河原工業所
倉野工務店
有限会社 島田建設
有限会社 千崎建設
有限会社 ハスイサービス
有限会社 原木材工業所
有限会社 平山電建
芳烈酒造 株式会社
丸五シーエス工業 株式会社
マルサ醸造 有限会社
有限会社 山脇モータース
株式会社 夢ファーム有漢
有限会社 和田組
（備中地区）……………………………
赤木建設 株式会社
赤木酒造 株式会社
アグリテクノ矢崎株式会社 備中工場
朝日堂
有限会社 小川鉄工所
グループホームやすらぎ荘
興成開発 株式会社
有限会社 光土水
瀬戸内部品 株式会社
株式会社 大宝建設
高梁市備中診療所
有限会社 東平建設

■ 法人会員
（高梁地区）……………………………
株式会社 アステア矢掛
石井乳業 有限会社
イーグル工業株式会社 岡山事業場
株式会社 NK岡山
荏原環境プラント株式会社 高梁管理事務所
株式会社 オークスコーポレーション
有限会社 太田商会
有限会社 岡山県北機工
岡山県高梁生コンクリート協同組合
株式会社 カートピア吉備
協業組合 カートピア車検センター
有限会社 加藤組
有限会社 川上商店
有限会社 川口写真館
株式会社 吉備ケーブルテレビ
特定非営利活動法人 きらめき希望会
有限会社 クロエ
桑内耳鼻咽喉科医院
有限会社 建築事務所双南舎
こころの医療 たいようの丘ホスピタル
株式会社 小見山モータース
佐藤建設工業 株式会社
三栄建設コンサルタント株式会社 高梁支店
三京 株式会社
株式会社 山陽オカムラ
山陽興産 株式会社
島自動車 有限会社
高梁川漁業協同組合
株式会社 高梁国際ホテル
医療法人 高梁整形外科医院
医療法人清梁会 高梁中央病院
有限会社 たかはしプロダクション
社会福祉法人旭川荘 たかはし松風寮
有限会社 高梁リース
武田鋳造株式会社 高梁工場
有限会社 竹谷急送
株式会社 竹本商事運輸
株式会社 田中紙店
株式会社 たにもと
株式会社 中国銀行 高梁支店
財団法人 中国電気保安協会高梁支所
中国労働金庫 備中支店
株式会社 ツキモト
有限会社 土屋商店
TKC．岡山総合会計有限会社 高梁支店
有限会社 天任堂
トークロ
株式会社 トマト銀行 高梁支店
中村建設 株式会社
中村畳工業 有限会社
縄手商事 株式会社
株式会社 ニシイ
西医院
西医療商事 有限会社
野田商事運輸 株式会社
株式会社 野登原商店
長谷川金物 有限会社

株式会社 ホンダカーズ高梁
有限会社 松井組
株式会社 ニチノー
（市外）…………………………………
株式会社 郁文社印刷
ダスキン作州 有限会社横山
ヒカリ消毒 株式会社
株式会社 前田サービス岡山
株式会社 両備システムイノベーションズ 
株式会社 両備システムズ

■ ふるさと会員
（高梁地区）……………………………
　京都府　　石川　幸子
　京都府　　伊藤　謙介
　埼玉県　　伊山　佳男
　岡山市　　遠藤　秀機
　東京都　　大塚ゆり江
　大阪府　　大森　　勝
　東京都　　柏木　章一
　岡山市　　加藤美智子
　福岡県　　久内　　勝
　兵庫県　　神野　陽子
　京都府　　亀山　圭二
　京都府　　川合　一良
　広島県　　河原　尚士
　京都府　　小山　清子
　総社市　　須山　節夫
　倉敷市　　妹尾　幸弘
　兵庫県　　難波　　充
　愛知県　　西　　乗雄
　兵庫県　　原田　　健
　大阪府　　平松　成夫
　倉敷市　　平松　典雄
　岡山市　　藤井　松枝
　倉敷市　　藤田　昭二
　岡山市　　堀川　健治
　静岡県　　三村　精男
　倉敷市　　三村　　寿
　大阪府　　横見慎一郎
　千葉県　　渡邉　　明
　岡山市　　渡邊　　恒
　岡山市　　渡邊　眞子
（川上地区）……………………………
　兵庫県　　柏木　忠之
（備中地区）……………………………
　新見市　　赤木　源一
　広島県　　赤木　鶴治
　倉敷市　　赤木　敏郎
　広島県　　内田　鈴恵
　広島県　　佐藤　宏子
　新見市　　難波　道典
　東京都　　長谷川正規
　倉敷市　　古米　完二
　倉敷市　　古米　照平
　兵庫県　　古米　　浩
　新見市　　山本　明子
　鳥取県　　脇本　昭等

平成24年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
　  8月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。

8月16日からの受付分は11月15日発行の第46号に掲載させていただきます。

（順不同、敬称略） 
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平成２4 年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　地域福祉課 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　10月 18日（木） 　10月4日（木）
　11月15日（木） 　11月1日（木）

平
成
24
年
度

　
　
　
賛
助
会
費
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

市
内
外
の
方
々
へ
ご
協
力
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま

す
、
平
成
24
年
度
賛
助
会
費
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
か

ら
ご
理
解
ご
賛
同
を
賜
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
賛
助
会
費
は
、
敬
老
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
の
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
賛
助
会
員
を
募
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
賛

助
会
員
加
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
の
寄
贈
に
つ
い
て

　

中
嶋
千
世
様
よ
り

市
社
協
に
、マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
１
台
の
ご

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
こ
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
は
成
羽
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

前号（第 44 号）において、掲載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

１ページ（誤）岡山県立高梁城南高等学校環境科学課３年生　　　➡（正）岡山県立高梁城南高等学校環境科学科３年生
３ページ（誤）◆介護保険事業決算額　２６４，２１４，６４９円　➡（正）◆介護保険事業決算額　２６４，６１４，６４９円

　高梁市と市社協の共催により、市民の皆様が心のつながりを大切に支えあい助けあう安心のまちづくりを
推進するため「高梁市健康福祉のつどい」を開催します。
　日にちは、10月 13日（土）高梁総合文化会館とその周辺を主会場に大会の部、また、まつりの部として
バザー、各種相談、作品展示、囲碁・将棋大会、グラウンドゴルフ大会、ゲートボール大会を開催します。
　グラウンドゴルフは山陽オカムラグラウンド、ゲートボールは高梁浄化センターゲートボール場を会場と
しています。� お問い合わせ先　高梁市社会福祉協議会　地域福祉課　☎ 22 － 7243

平成24年度　高梁市健康福祉のつどいの開催
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☆作り方☆
①鶏肉ミンチに絹ごし豆腐と長いも
のすり下ろしたものをよく混ぜる。

②ニンニクパウダー、しょうがすり
おろし、酒、砂糖、塩、片栗粉を
入れ滑らかになるまで混ぜる。

③ 180 度の天ぷら油に②をスプーン
ですくって入れ、色よく揚げる。

介護職員さんのおすすめレシピ
ふわとろチキンナゲット

災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る

協
定
を
結
び
ま
し
た

　

８
月
21
日
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
県
内

都
市
社
協
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
県
内
都
市
15
市
社
協
の

会
長
が
出
席
、
協
定
書
に
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
内
各
社
協
で
は
、
県
内
で
発

生
し
た
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
に
そ
れ
ぞ
れ
が
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
連

携
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
協
定
の
中
で
活
動
内

容
を
明
文
化
し
、
相
互
の
支
援
体
制
を
整
え
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
豪
雨
や
地
震
、
津
波
な
ど

の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
被
災
地
へ

職
員
を
派
遣
し
て
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
支
援

活
動
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
住
民
へ
の
生
活
支
援
な

ど
を
相
互
に
連
携
し
、
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

☆材料　6 人分☆
鶏むね肉ミンチ…240 ｇ
絹ごし豆腐…120g
長いも…100g
ニンニクパウダー…少々
（あれば入れる）
しょうが…８g
酒…12g
砂糖…10g
塩…2g
片栗粉…48ｇ

♪硬いものが食べにくい高齢者の方で
も軟らかいので食べやすいです。

♪お好みできゅうりやキャベツなどを
添えてみるとよりバランスのとれた
１品となります。

ポイント

　

新
聞
紙
を
使
っ
て
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。
手

ご
ろ
な
材
料
で
オ
シ
ャ
レ
な

バ
ッ
グ
が
作
れ
ま
し
た
。

　

貝
殻
と
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン

や
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
入
居
者

の
方
が
作
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
作
品
は
、
さ
さ
ゆ
り

苑
納
涼
花
火
大
会
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
へ
の
お
土
産
に

な
り
ま
し
た
。

　

色
画
用
紙
を
ハ
ー
ト
形
に

切
り
、
出
来
上
が
り
を
想
い

浮
か
べ
な
が
ら
配
色
を
考
え

ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
と

障
子
紙
を
染
め
て
、
割
り
箸

を
組
み
立
て
た
ら
、
暑
さ
に

負
け
ず
に
咲
き
誇
る
朝
顔
が

完
成
し
ま
し
た
。

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設
の作

品
展
示
コ
ー
ナ
ー

エ
コ
バ
ッ
グ

貝
殻
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー

う
ち
わ

朝
顔
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 24 年 7 月と 8 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

24 年 7 月～ 8 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封 

上
谷
町 

出
原
　
愼
司

 

（
故
・
ひ
ろ
よ
様
）

金
一
封 

総
社
市 

須
山
　
節
夫

 

（
故
・
一
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

橋
本
　
石
基

 

（
故
・
矢
萩
了
子
様
）

金
一
封 

本
　
町 

三
谷
　
敏
明

 

（
故
・
琴
女
様
）

金
一
封 

荒
神
町 

山
本
　
京
子

 

（
故
・
登
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
　
佳
男

 

（
故
・
一
三
男
様
）

金
一
封 
中
井
町 

上
田
　
光
春

 

（
故
・
増
夫
様
）

金
一
封 
高
倉
町 

栗
元
　
　
晃

 
（
故
・
喜
代
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 
福
島
　
祥
孝

 

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封 

　
　
　 

匿
　
　
　
名

金
一
封 

川
面
町 

藤
澤
　
治
彦

 

（
故
・
庄
三
郎
様
）

金
一
封 

栄
　
町 

八
木
　
林
蔵

 

（
故
・
隆
代
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

横
山
　
嘉
和

 

（
故
・
孝
惠
様
）

金
一
封 

川
面
町 

平
松
　
康
夫

 

（
故
・
卯
三
郎
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
森
　
浩
幸

 

（
故
・
克
己
様
）

金
一
封 

上
谷
町 

樋
口
　
義
一

 

（
故
・
郁
子
様
）

金
一
封 

中
原
町 

内
田
　
秀
和

 

（
故
・
昇
様
）

金
一
封 

落
合
町 

三
宅
　
京
子

 

（
故
・
英
弘
様
）

金
一
封 

津
川
町 

石
井
　
元
弥

 

（
故
・
武
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 

小
見
山
昌
三

 

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

小
川
　
康
貴

 

（
故
・
惠
様
）

金
一
封 

中
間
町 

赤
木
　
栄
美

 

（
故
・
益
一
郎
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

川
上
　
伸
子

 

（
故
・
岡
崎
敬
郎
様
）

金
一
封 

落
合
町 

西
平
　
貴
則

 

（
故
・
士
郎
様
）

金
一
封 

落
合
町 

西
平
　
貴
則

 

（
故
・
チ
ヨ
ノ
様
）

金
一
封 

御
前
町 

尾
﨑
　
良
次

 

（
故
・
道
代
様
）

金
一
封 

落
合
町 

西
　
　
英
之

 

（
故
・
登
美
子
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

西
平
　
博
行

 

（
故
・
玉
枝
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

福
瀧
サ
ト
ヨ

 

（
故
・
一
男
様
）

金
一
封 
川
面
町 

塩
田
　
　
毅

 

（
故
・
和
江
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 
福
島
　
祥
孝

 

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

石
井
　
元
弥

 

（
故
・
武
子
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

藤
澤
　
治
彦

 

（
故
・
庄
三
郎
様
）

金
一
封 

川
面
町 

平
松
　
康
夫

 

（
故
・
卯
三
郎
様
）

金
一
封 

川
面
町 

小
見
山
昌
三

 

（
故
・
文
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 

塩
田
　
　
毅

 

（
故
・
和
江
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
森
　
浩
幸

 

（
故
・
克
己
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

福
瀧
サ
ト
ヨ

（
故
・
一
男
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

宮
脇
　
佳
男

 

（
故
・
一
三
男
様
）

金
一
封 

中
井
町 

遠
藤
　
敏
明

 

（
故
・
サ
ダ
様
）

金
一
封 

中
井
町 

小
川
　
康
貴

 

（
故
・
惠
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

入
江
　
昭
子

 

（
故
・
祐
昭
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

森
田
　
次
男

 

（
故
・
吉
則
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封 

松
原
町 

堂
免
　
正
義

 

（
故
・
昭
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

三
宅
　
京
子

 

（
故
・
英
弘
様
）

金
一
封 
落
合
町 

西
平
　
貴
則

 

（
故
・
士
郎
様
）

金
一
封 

落
合
町 

西
平
　
貴
則

 

（
故
・
チ
ヨ
ノ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

西
平
　
　
仁

 

（
故
・
玉
枝
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有
　
漢 

坂
本
　
義
男

 

（
故
・
睦
子
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

川
上
　
康
雄

 

（
故
・
登
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

大
石
つ
た
子

 

（
故
・
力
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

戸
田
　
政
男

 

（
故
・
君
重
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

織
田
　
　
要

 

（
故
・
勲
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

室
　
　
秀
明

 

（
故
・
文
枝
様
）

金
一
封 

原
田
北
町 

秋
庭
　
　
勤

 

（
故
・
正
己
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

中
上
　
幸
男

 

（
故
・
繁
子
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

江
田
賴
太
郎

 

（
故
・
花
枝
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

下
　
原 

藤
原
　
章
弘

 

（
故
・
芳
郎
様
）

金
一
封 

成
　
羽 

沖
倉
　
　
勉

 

（
故
・
晴
枝
様
）

金
一
封 

下
日
名 

成
清
　
勝
己

 

（
故
・
一
成
・
菊
代
様
）

金
一
封 

成
　
羽 

宮
本
　
勝
子

（
故
・
尚
志
様
）

金
一
封 

下
日
名 

小
林
　
昭
介

 

（
故
・
力
様
）
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編 

集 

後 

記

金
一
封 

長
　
地 

渡
辺
　
利
基

（
故
・ 

磯
夫
様
）

金
一
封 

下
　
原 

東
　
　
晴
己

（
故
・ 

昌
子
様
）

金
一
封 

布
　
寄 

西
家
　
武
夫

（
故
・ 

ツ
ヤ
子
様
）

金
一
封 
長
　
地 

西
江
　
正
治

（
故
・ 

龍
輔
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

三
　
沢 

渡
邉
　
隆
志

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封 

七
　
地 

丹
治
　
亀
一

 

（
故
・
キ
ヌ
エ
様
）

金
一
封 

仁
　
賀 

吉
村
　
岩
市

（
故
・
キ
ヌ
ヱ
様
）

金
一
封 

高
　
山 

金
子
　
孝
也

 

（
故
・
喜
美
子
様
）

金
一
封 

高
　
山 

川
上
　
　
卓

 

（
故
・
美
織
様
）

金
一
封 

仁
　
賀 

岡
　
　
辰
登

 

（
故
・
シ
ナ
様
）

金
一
封 

臘
　
数 

山
本
か
め
よ

 

（
故
・
三
三
四
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

柏
木
　
啓
典

 

（
故
・
卓
之
様
）

金
一
封 

高
　
山 

小
田
上
青
子

 

（
故
・
ア
ヤ
ノ
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

川
上
　
裕
司

 

（
故
・
剛
様
）

金
一
封 

仁
　
賀 

三
宅
　
　
毅

 

（
故
・
昭
美
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

平
　
川 

平
井
　
耕
二 

（
故
・
冨
士
惠
様
）

金
一
封 

平
　
川 

井
原
　
　
收

 

（
故
・
糸
惠
様
）

金
一
封 

布
　
瀬 

橋
本
　
滋
夫 

（
故
・
隆
夫
様
）

金
一
封 

平
　
川 

谷
本
　
圭
太 

（
故
・
智
昭
様
）

金
一
封 

総
社
市 

堂
前
　
　
進 

（
故
・
光
野
様
）

金
一
封 

平
　
川 

瀬
戸
川
　
豊 

（
故
・
ヒ
サ
コ
様
）

金
一
封 

広
島
県 

古
米
　
伸
一 

（
故
・
廣
志
様
）

金
一
封 

玉
野
市 

中
家
　
広
宣 

（
故
・
房
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 
　 

匿
　
　
　
名

 

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

　
　 
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
338
回
、
第
339
回
目
）

金
一
封 

中
井
町 

伊
達
　
　
進

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

落
合
町 

内
田
　
　
貞

 

（
百
歳
の
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

伊
達
　
　
進

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

　
京
都
市 

河
原
　
伸
治

 

横
浜
市 

河
原
　
三
郎

 

岡
山
市 

佐
藤
　
良
枝

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

有
　
漢 

鞠
子
　
治
之 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

地
　
頭 

日
谷
ス
ミ
コ

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

川
上
フ
ミ
エ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

滝
川
　
寿
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

川
上
　
慶
子

（
快
気
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

高
　
山 

浪
金
　
　
毅

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

領
　
家 

横
山
　
芳
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

地
　
頭 

馬
山
美
喜
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
大
竹 

武
田
　
清
士

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

地
　
頭 

福
原
美
代
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

布
　
賀 

堀
田
　
久
栄

 
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
西
油
野 

平
井
　
澄
江

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

平
　
川 
物
部
　
隆
三

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　
「
新
し
い
朝
が
き
た
、
希
望
の
朝
が
…
」
と
い
う
ま
さ
に
一
日

の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
フ
レ
ー
ズ
で
始

ま
る
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
」。
７
月
か
ら
職
場
で
「
ラ
ジ
オ
体
操
」

を
始
め
ま
し
た
。「
曲
げ
る
・
伸
ば
す
・
ひ
ね
る
・
そ
ら
す
…
」

運
動
不
足
解
消
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。
最
近
効
果
が
表
れ
「
体

が
軽
く
な
っ
た
。
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
。
く
び
れ
た
？
」
と

言
う
声
が
聞
こ
え
、
身
も
心
も
若
返
り
心
地
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
広
報
紙
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。「
介
護
職
員

さ
ん
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
「
作
っ
て
み
よ
う

か
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
簡
単
に
作
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
身
近
な
食
材
で
旬
の
素
材
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
）

　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
そ
ろ
そ
ろ
運
動
会
の
季
節
。
朝
夕
に

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
の
事
業
と
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
で
は
、
多
く
の
中
高
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
年
間
を
通
し
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
け
て
な
い
も
の
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
広
報
紙
に
多
く
の
こ
と
を
掲
載
し
情

報
を
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）
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